
知
識
・
技
術
を
啓
発
・
普
及

服
部
・
統
括
部
長
ら
は
神

経
ブ
ロ
ッ
ク
療
法
や
脊
髄
鎮

痛
法
と
い
っ
た
イ
ン
タ
ー
ベ

ン
シ
ョ
ン
療
法
（
カ
テ
ー
テ

ル
を
用
い
た
治
療
法
）
の
教

育
に
も
注
力
す
る
。「
こ
こ

20
年
来
、
疼
痛
治
療
で
イ
ン

タ
ー
ベ
ン
シ
ョ
ン
が
で
き
る

医
師
が
育
っ
て
き
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
増
え
続
け
る
が

ん
患
者
さ
ん
の
痛
み
に
効
果

的
に
対
処
す
る
た
め
に
、
ま

ず
徳
洲
会
グ
ル
ー
プ
内
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
疼
痛
治
療
法
を

普
及
し
て
い
き
た
い
で
す
」

（
服
部
・
統
括
部
長
）
と
意

気
込
み
を
見
せ
る
。

服
部
・
統
括
部
長
ら
は
全

国
の
徳
洲
会
病
院
の
求
め
に

応
じ
、
そ
の
病
院
に
移
動
し

て
治
療
に
あ
た
る
「
モ
バ
イ

ル
・
エ
キ
ス
パ
ー
ト
」
構
想

を
打
ち
出
し
て
い
る
。
こ
れ

に
よ
り
、
身
動
き
の
取
れ
な

い
が
ん
性
疼
痛
患
者
さ
ん
の

治
療
に
あ
た
る
と
同
時
に
、

疼
痛
治
療
に
か
か
わ
る
医
師

や
看
護
師
に
知
識
・
技
術
を

啓
発
し
て
い
く
考
え
だ
。「
た

と
え
ば
看
護
師
さ
ん
に
は
、

患
者
さ
ん
が
痛
み
を
感
じ
た

時
、
自
身
で
鎮
痛
薬
の
投
与

が
で
き
る
精
密
ポ
ン
プ
の
使

用
方
法
な
ど
を
紹
介
し
て
い

き
た
い
」（
同
）
と
説
く
。

服
部
・
統
括
部
長
は
「
各

病
院
で
、
あ
ら
ゆ
る
疼
痛
治

療
法
が
実
践
で
き
、
が
ん
患

者
さ
ん
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
に
貢

献
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と

が
理
想
で
す
」
と
展
望
し
て

い
る
。

近
江
草
津
徳
洲
会
病
院（
滋

賀
県
）
は
現
在
40
床
あ
る
地

域
包
括
ケ
ア
病
床
を
４
月
に

９
床
増
床
し
、
地
域
包
括
ケ

ア
病
棟
と
し
て
開
設
す
る
。

同
病
床
（
棟
）
は
急
性
期
治

療
後
の
患
者
さ
ん
や
、
在
宅

患
者
さ
ん
の
急
変
時
の
受
け

入
れ
、
レ
ス
パ
イ
ト
（
介
護

者
の
一
時
休
息
）
目
的
の
入

院
に
加
え
、
在
宅
復
帰
の
た

め
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

が
必
要
な
患
者
さ
ん
の
入
院

受
け
入
れ
な
ど
幅
広
い
役
割

を
も
ち
、
で
き
る
限
り
住
み

慣
れ
た
地
域
で
の
生
活
を
支

え
る
“
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
”
の
一
角
を
担
う
。

同
院
が
同
病
床
を
開
設
し

た
の
は
２
０
１
４
年
９
月
、

８
床
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。
そ

の
後
、
18
年
１
月
に
18
床
に

床
、
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
40

床
、
医
療
療
養
病
棟
44
床
。

大
河
治
子
・
看
護
部
長
は

「
一
般
病
床
に
入
院
す
る
患

者
さ
ん
の
な
か
に
は
、
地
域

包
括
ケ
ア
病
床
で
の
受
け
入

れ
が
適
し
た
病
態
の
患
者
さ

ん
も
お
ら
れ
ま
す
。
最
近
で

は
胃い

瘻ろ
う

や
在
宅
酸
素
療
養
と

い
っ
た
医
療
依
存
度
の
高
い

在
宅
患
者
さ
ん
に
関
す
る
レ

ス
パ
イ
ト
を
理
由
と
し
た
入

院
な
ど
ニ
ー
ズ
も
増
え
て
い

ま
す
」
と
、
増
床
・
病
棟
開

設
の
経
緯
を
説
明
す
る
。

ま
た
、
周
辺
に
大
学
病
院

を
は
じ
め
大
規
模
な
急
性
期

病
院
が
複
数
あ
る
立
地
環
境

を
ふ
ま
え
、
ケ
ア
ミ
ッ
ク
ス

病
院
と
し
て
、
国
が
進
め
る

医
療
機
関
の
機
能
分
化
の
方

向
に
沿
い
な
が
ら
、
地
域
医

療
を
支
え
る
た
め
同
病
棟
の

開
設
に
踏
み
き
っ
た
。

梶
原
正
章
院
長
は
「
高
齢

の
入
院
患
者
さ
ん
が
増
え
る

一
方
で
、
国
の
政
策
に
よ
り

在
院
日
数
の
短
縮
が
求
め
ら

れ
る
な
か
、
急
性
期
治
療
後
、

す
ぐ
に
在
宅
復
帰
が
難
し
い

患
者
さ
ん
の
療
養
な
ど
を
行

う
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
は
、

ま
す
ま
す
重
要
な
医
療
資
源

に
な
っ
て
い
く
と
考
え
ま

す
」
と
話
し
て
い
る
。

は
オ
ピ
オ
イ
ド
鎮
痛
薬
を
用

い
て
も
効
か
な
い
激
し
い
痛

み
が
あ
り
ま
す
」
と
説
明
。

こ
う
し
た
患
者
さ
ん
に
対
し
、

神
経
ブ
ロ
ッ
ク
療
法
を
用
い
、

痛
み
を
軽
減
す
る
。

ま
た
、
脊
髄
の
近
く
に
カ

テ
ー
テ
ル
（
医
療
用
の
管
）

を
入
れ
、
直
接
的
に
鎮
痛
薬

を
投
与
す
る
脊
髄
鎮
痛
法
も

あ
る
。
内
服
に
必
要
な
鎮
痛

薬
量
の
数
十
分
の
一
の
量
で
、

よ
り
高
い
鎮
痛
効
果
を
発
揮

で
き
る
の
が
強
み
だ
。
内
服

薬
や
貼
付
薬
で
痛
み
が
軽
減

で
き
な
い
場
合
や
、
神
経
ブ

ロ
ッ
ク
療
法
が
適
応
に
な
ら

な
い
ケ
ー
ス
に
選
択
す
る
。

疼
痛
治
療
科
で
は
カ
テ
ー
テ

ル
が
抜
け
た
り
、
感
染
し
た

り
し
な
い
よ
う
に
体
内
に
埋

め
込
む
手
術
も
行
う
。

適
用
に
よ
り
、
鎮
痛
薬
の
量

を
大
幅
に
減
ら
す
こ
と
が
で

き
、
眠
気
な
ど
副
作
用
を
低

減
で
き
る
の
が
特
徴
だ
。

同
療
法
に
は
内
臓
の
痛
み

に
適
応
と
な
る
腹ふ

く
く
う
し
ん
け
い
そ
う

腔
神
経
叢

ブ
ロ
ッ
ク
、
上
腸
間
膜
動
脈

神
経
叢
ブ
ロ
ッ
ク
、
下
腸
間

膜
動
脈
神
経
叢
ブ
ロ
ッ
ク
、

上
下
副
神
経
叢
ブ
ロ
ッ
ク
や
、

肛
門
の
痛
み
に
適
応
と
な
る

フ
ェ
ノ
ー
ル
サ
ド
ル
ブ
ロ
ッ

ク
、
肋ろ

っ
こ
つ骨

部
の
痛
み
に
適
応

と
な
る
肋ろ

っ
か
ん間

神
経
ブ
ロ
ッ
ク

や
胸
部
脊せ

き
ず
い髄
く
も
膜
下
フ
ェ

ノ
ー
ル
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
る（
図
）。

服
部
・
統
括
部
長
は
「
が

ん
性
疼
痛
患
者
さ
ん
の
う
ち
、

約
80
％
は
鎮
痛
薬
の
適
正
使

用
で
痛
み
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

で
き
ま
す
が
、
約
10
〜
20
％

き
ま
す
」
と
警
鐘
を
鳴
ら
す
。

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー

が
２
０
１
６
年
に
実
施
し
た

が
ん
患
者
さ
ん
の
遺
族
４
８

１
２
人
に
対
す
る
調
査
で
は
、

「
亡
く
な
る
ま
で
の
１
カ
月

間
、
身
体
の
苦
痛
が
少
な
く

過
ご
せ
た
か
」
と
い
う
問
い

に
約
41
％
が
否
定
的
な
回
答
。

ま
た
、
大
学
病
院
や
ホ
ス
ピ

ス
（
終
末
期
医
療
を
行
う
施

設
）
な
ど
で
苦
痛
が
軽
減
で

き
て
い
な
い
割
合
は
約
40
％

と
い
う
調
査
結
果
も
あ
る
。

が
ん
性
疼
痛
の
治
療
に
は
、

一
般
的
な
鎮
痛
薬
や
オ
ピ
オ

イ
ド
（
麻
薬
性
）
鎮
痛
薬
の

投
与
、
注
射
薬
で
の
調
節
が

あ
る
。
こ
れ
ら
で
十
分
に
痛

み
を
軽
減
で
き
な
い
場
合
は
、

痛
み
を
感
じ
て
い
る
神
経
を

ブ
ロ
ッ
ク
す
る
神
経
ブ
ロ
ッ

ク
療
法
を
行
う
。
同
療
法
の

が
ん
の
痛
み
に
は
、
が
ん

そ
の
も
の
が
も
た
ら
す
痛
み
、

が
ん
が
転
移
し
た
部
位
の
痛

み
、
が
ん
治
療
に
と
も
な
う

痛
み
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
種

類
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
痛

み
を
放
置
す
る
と
、
日
常
生

活
に
支
障
を
来
す
だ
け
で
な

く
、
体
力
を
消
耗
し
、
が
ん

治
療
そ
の
も
の
に
も
影
響
を

及
ぼ
し
か
ね
な
い
。

服
部
・
統
括
部
長
は
「
痛

み
が
続
く
と
、
交
感
神
経
が

興
奮
し
、
末ま

っ

梢し
ょ
う

循
環
が
悪
く

な
り
、
食
欲
が
低
下
、
抑
う

つ
状
態
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

そ
の
結
果
、
回
復
力
や
免
疫

力
が
低
下
し
、
感
染
症
に
か

か
り
や
す
く
な
っ
た
り
腫
瘍

免
疫
や
体
力
が
低
下
し
た
り

し
、
容
易
に
死
が
近
づ
い
て

中
部
徳
洲
会
病
院
が
全
国

的
に
も
少
な
い
疼
痛
治
療
科

を
開
設
で
き
た
の
は
、
が
ん

研
有
明
病
院
で
長
ら
く
疼
痛

治
療
に
あ
た
っ
て
き
た
服
部

政
治
医
師
が
入
職
し
た
か
ら

だ
。
服
部
医
師
は
同
科
の
統

括
部
長
に
就
任
、
が
ん
性
疼

痛
治
療
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と

し
て
、
増
え
続
け
る
が
ん
患

者
さ
ん
の
痛
み
の
軽
減
に
尽

力
し
て
い
く
。
４
月
以
降
、

神
経
ブ
ロ
ッ
ク
療
法
の
技
術

を
も
つ
２
人
の
医
師
が
加
わ

り
体
制
を
強
化
、
診
療
を
本

格
化
す
る
。

中
部
徳
洲
会
病
院
（
沖
縄
県
）
は
３
月
１
日
、
が
ん
の
痛
み
を
軽
減
す
る
「
疼と

う
つ
う痛
治
療
科
」
を

開
設
し
た
。
神
経
ブ
ロ
ッ
ク
療
法
な
ど
痛
み
の
治
療
技
術
を
駆
使
し
、
眠
気
の
な
い
除
痛
を
追
求
、

が
ん
患
者
さ
ん
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
生
活
の
質
）
向
上
を
目
指
す
。
ま
た
、
徳
洲
会
グ
ル
ー
プ
病
院
の

求
め
に
応
じ
、
同
科
の
医
師
が
移
動
し
て
疼
痛
治
療
に
あ
た
る
「
モ
バ
イ
ル
・
エ
キ
ス
パ
ー
ト
」

を
実
践
す
る
と
同
時
に
、
グ
ル
ー
プ
内
の
医
療
従
事
者
に
疼
痛
治
療
の
知
識
・
技
術
を
啓
発
し

て
い
く
考
え
だ
。

南部徳洲会病院（沖縄県）は、がん放射
線療法看護を強化している。手術、化学療
法（抗がん剤）、放射線療法が、がんの三
大治療法。このうち放射線療法は放射線を
照射、がん細胞のDNAにダメージを与え、
がん細胞を死滅または縮小させる。
同院は2012年に放射線治療室を設置。

二瓶友恵看護師は発足時に配属、17年に、
がん放射線療法看護認定看護師を取得し
た。二瓶看護師は、がん放射線療法看護を
「患者さんの伴走者」と表現。「放射線療法
は治療期間が長期におよび、基本的に外
来で対応します。患者さんには生活がある
ので何に困っているか見極めながら治療を
完遂するための支援をします」と説明する。
課題として、治療終了後に患者さんとの

かかわりが少なくなることを挙げ、「がん看護外来を開設し、
治療後の副作用や再発への不安など患者さんの悩みを気
軽に相談できる窓口をつくるのが目標」と意欲を見せる。
同時に、がん放射線療法への誤解が多い現状に対し、

二瓶看護師は院内で勉強会の主催やマニュアル作成など
啓発活動にも注力してい
る。「ゆくゆくはグループ
病院の同じ認定看護師と
協力し、グループ横断的
な教育活動ができれば良
いと考えています」と抱負
を語る。

地域包括ケア病床の入院患者さんを看護スタッ
フが優しくケア

二瓶看護師（前列右から3人目）ら16人の
看護師が参加した豪州がん看護研修

「がん患者さんのQOL
向上に貢献したい」と服
部・統括部長

モ
バ
イ
ル
・
エ
キ
ス
パ
ー
ト
構
想

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟

49
床
で
４
月
に
開
設

病院名
帯広徳洲会病院（北海道）
近江草津徳洲会病院（滋賀県）
瀬戸内徳洲会病院（鹿児島県）
宮古島徳洲会病院（沖縄県）
大隅鹿屋病院（鹿児島県）
庄内余目病院（山形県）
名瀬徳洲会病院（鹿児島県）
神戸徳洲会病院（兵庫県）
沖永良部徳洲会病院（鹿児島県）
茅ヶ崎徳洲会病院（神奈川県）

地域包括ケア病棟（床）を
もつ徳洲会病院

（2019年 3月時点）

増
床
、
さ
ら
に
同
年

11
月
に
は
40
床
に
拡

大
。
同
院
は
計
１
９

９
床
を
有
す
る
ケ
ア

ミ
ッ
ク
ス
病
院
で
、

現
在
、一
般
病
床（
急

性
期
病
床
）
１
１
５

各院の求めに応じ移動診療
「疼痛治療科」を開設

中部徳洲会病院

がんの痛みに行う Intervention
三叉神経ブロック 脊髄神経根ブロック

フェノールブロック

硬膜外・脊髄くも膜下
モルヒネ投与

肋間神経ブロック
腹腔神経叢ブロック
上腸間膜動脈神経叢ブロック
下腸間膜動脈神経叢ブロック
上下腹神経叢ブロック
トリガーポイントブロック
交感神経ブロック
末梢神経ブロックなど 脊髄くも膜下フェノールサドルブロック

不対神経ブロック

が
ん
放
射
線
療
法
看
護

南
部
病
院
が
積
極
強
化

近 江 草 津
病 院

徳 洲 新 聞徳 洲 新 聞 生
い の ち
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